
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　経営の健全性に向けて、さらなる維持管理の効率
化で経費削減に努め、適正な料金改定を進める必要
があります。また、施設の老朽化に備え、浄水・配
水施設や管渠等の計画な更新を進め、健全な事業運
営に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率については、近年、上昇
傾向で推移しており、類似団体と比べて、高い数値
となっている。保有資産の法定耐用年数が、近づい
ている施設もあるので、今後は、計画的な施設更新
を考えている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率については、平成２６年度から企業
の給水収益が増加したことで上昇している。平成２
８年度は、委託費用の減少で前年度を上回る結果と
なった。
　流動比率については、平成２４年度から減少し、
平成２６年度からは、会計制度の変更に伴い、類似
団体へ近づいた数値となった。
　企業債残高対給水収益比率については、平成２６
年度から、企業の給水収益が増加したことで減少の
要因となった。類似団体より低い理由として、投資
規模が適正であることが要因としてあげられる。
　料金回収率については、平成２６年度から企業の
給水収益が増加したことにより、供給単価が減少し
たことが要因としてあげられる。類似団体と比べる
と、平成２６年度から高い数値となっている。
　給水原価については、平成２７年度に増加した
が、平成２８年度は、経常費用の委託料が減ったこ
とで減少となった。類似団体と比べて、低い水準で
あるが、今後もさらなる適正な維持管理に努めてい
く。
　施設利用率については、平成２６年度から、企業
の給水量が増加したことにより上昇している。類似
団体と比べて、高い水準となっている。
　有収率については、近年、ほぼ横ばいで推移して
いる。類似団体より高い水準となっており、今後も
適正な維持管理に努めたい。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置 14,564

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　和気町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

144.21 100.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 簡易水道事業 C2 非設置 14,564

－

- 62.00 60.61 2,571 8,818 27.11 325.27 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率については、平成２７年度と比べ同
水準となっており、類似団体と近い水準になってい
る。
　流動比率については、平成２６年度の会計制度移
行に伴い、平成２６年度から比率が減少している。
類似団体と近い水準になっている。
　企業債残高対給水収益比率については、平成２７
年度に比べ企業債残高が減少したため、比率は減少
している。類似団体より低い理由として、投資規模
が適正であることが要因としてあげられる。
　料金回収率については、給水原価の減少により比
率が上昇している。類似団体より高い水準となって
いる。
　給水原価については、近年、ほぼ横ばいで推移し
ており、類似団体と比べて、低い指標にあるが、今
後もさらなる適正な維持管理に努めていく。
　施設利用率については、人口減により水需要が減
少しているため、近年、減少傾向にある。施設規模
の適正化を検討する必要がある。
　有収率については、近年、ほぼ横ばいで推移して
いる。類似団体より高い水準となっており、今後も
適正な維持管理に努めたい。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　老朽化の状況については、有形固定資産減価償却
率が上昇傾向になっており、保有資産の法定耐用年
数が近づいてきている。
　管路更新率については、低い水準になっているの
で、保有資産の計画的な更新を進めていく必要があ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

 経営の健全性に向けて、さらなる維持管理の効率
化で経費削減に努め、適正な料金改定を進める必要
があります。また、施設の老朽化に備え、浄水・配
水施設や管渠等の計画な更新を進め、健全な事業運
営に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.52】 【34.34】 【356.94】 【880.68】

【83.57】【52.75】【268.91】【70.32】

【39.67】 【9.44】 【0.73】


